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神
社
師

職）

の

例
も
あ
る

。

　
ま
た、

文
化
七

年

2

八
一

〇
）

に

白
川
家
よ

り
稲
荷
社
を

敷
地
鎮
守

と

し
て

受
け
て

い

る

が
、

天
保
十

年
（

】

八

三

九
）

に

吉
田
家
よ

り
稲
荷

の

神
号
と
装

束
を

授
与
さ
れ

、

慶
応

元
・

二

（

一

八

六
五
・

六
六
）

に

も

吉
田
家
か
ら

装
束
を
許
さ
れ
て

い

る

事
例
も

あ
る

。

こ

の

家
（
上

野
国
群

馬
郡）

は
、

安
政
三

年
（
一

八
五
⊥

○

に

は

土

御
門
家
（
陰
陽
道
）

よ
り

も
免
許
を

受
け
て

お
り

、

複
雑
に

入

り
組
む

状
態
で

あ
っ

た
こ

と

が

わ
か

る
。

一

方
正

徳
・

宝
暦
・

寛
政
・

享
和
に

は

吉
田

家
よ

り
許
状
を

受
け
て

お

り
文
政
十
二

年
（
一

八

二

九
）

に

は

白
川

家
よ

り
村
鎮

守
の

勧
遷
と

額、

太
々

神
楽
免
許
を

受
け

、

更
に

慶
応
四

年
（
一

八
六
八）

に

は

再
び

吉
田
家
よ
り

許
状
を
得
る
と
い

う
動

き
を

す
る

家
（
上
野
国
新
田

郡
・

矢

抜
神
社）

の

例
も
あ
る

。

い

ず
れ
も

更
に

地

域
資
料
の

掘
り
起
こ

し
を
す

る

必
要
が
あ
る

。

白
川
家
門
人

斎
藤
彦
麿
と
鎮
魂

祭

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

山
口

　
剛
史

　
国
学

者
斎

藤
彦
麿

2

七
六
八

−
一

八

五

四
）

は
、

文
政
十
一

年
（
一

八

二

八
）

六

月
に

神
祗

伯
白
川
家
へ

入
門
し

、

同

年
同
月
に、

「

高
皇
産

霊

神
」

を
自
宅

敷
地
の

鎮
守
と
し
て

伯
家
よ

り
勧
請
し
て

い

た
。

こ

う
し

た

事
実
は

、

金

光
図
書

館
所
蔵

白
川

家
資
料
及
び

中
澤
伸
弘

氏
旧

蔵
『

神

祗
官
八
座
神

　
鎮
魂

祭
秘
鑑
』

で

確
認
で

き
る

（

拙
稿
「

国

学
者
斎
藤
彦

麿
の

神

祗
伯

白
川

家
入
門
」

『

神
道
史
研
究
』

二

六
五）

。

　
伯
家

入
門

前
の

享
和
二

年
（
一

八

〇

二
）

春、

彦
麿
は

『

神
祗
官
八

座

神
　
祭
祀
略

略
式
』

（

内
題
は

『

神
祗
官
八
座

神
祠
略
略
式
』

、

國

學
院
大

學
所
蔵）

を

著
し
て

い

る
。

本

書
は

、

鎮
魂
祭
の

祭
神
の

神
祗
官
八

座
神

を、

自
宅
で

祀
る

場
合
の

祝
詞
や

供
物
を
記
し

た
次

第

書
で

あ
る

。

大

祭
・

中

祭
・

小
祭
の

次
第
が

記
さ
れ

、

絵
図
も
附
さ

れ
て

い

る
。

そ
の

祝

詞
か

ら
、

神
祗
伯
王

よ
り
神
祗
官
八

座

神
の

御
霊

代
を

授
か
り、

そ
れ
を

自
宅
の

浄
所
に

奉
斎
し
て

行
う
祭
祀
だ
と

判
る

。

彦
麿
は

既
に
寛
政

年
間

か
ら

鎮

魂
に

対
し
て

興
味
を

抱
い

て

い

た
。

彦
麿
は

、

伯
家
に
入
門
し

た

結
果
と

し
て

＝

咼

皇

産
霊

神
」

を

勧
請
し
た

の

で

は

な

く、
「

高
皇
産
霊

神
」

勧
請
を
目
的
の
一

つ

と

し
て

入
門
し

た

と

考
え
ら
れ

る
。

そ
れ
は

約

三

十
年
後
に

実

現
さ
れ
た
の

で

あ
る．、

同
書
に

は
、

個
人
を
対

象
と

し

た

臨

時
祈

疇
「

玉
緒

結
（
11

魂

緒
結
11

霊

緒
結）
」

に

つ

い

て

も

記
さ
れ

、

そ
の

効
験
は

あ
ら
た

か
だ
と

い

う
。

し
か

し
、

享
和
三

年、

彦

麿
は

長
男

を

数
え

年
五

歳
で

亡
く
し
て

い

る
。

こ

の

こ

と
は

、

彦
麿
の

信

仰
に

大
き

な

衝
撃
を

与
え
た
に

違
い

な
い

。

　
だ
が
、

彦
麿
は
鎮
魂
に
つ

い

て

研
究
し
続
け
た

。

そ

し

て
、

天
保

十
一

年
（

一

八
四
〇
）

二

月、

七

十
三

歳
の

彦
麿
は

、

『

八

座

神
伝
霊
緒
結
』

を

著
し

て

い

る
。

本
書
に
拠
る
と

、

彦
麿
は
、

寛
政

初

期
か
ら

約
四

十
年

の

歳
月
を
か

け
て

鎮
魂
の

術
を
追

究
し、

天

保
五

年
（
一

八
三

四
）

、

つ

い

に

得
る

と
こ

ろ

が
あ
っ

た
。

積
年
の

疑
問

も
氷
解
し、

以

来、
「

国
郡

し

ろ

し

め
す

侯
よ

り
下
民
に

い

た

る

造
」

数
人
に

施
し
た

効

果
も

絶
大

で
、

こ

れ
ぞ

正

伝
と
確

信
し

た
と
い

う
。

本
書
で

は
、

伯
家
か
ら

勧
請
し

た

の

は

コ

咼

皇

産
霊
神
」

だ

け
で

は

な
く

、

「

八

座
神
璽
」

と

な
っ

て

い

る
。

ま
た
、

「

定
例
・

臨
時
祭
法、

雑

掌
よ

り
附

属
せ
り
」

と

も
あ
る

が
、

享
和
二

年
の

著
書
と
の

異
同
は

不
明
で

あ
る
。

よ
っ

て
、

享
和
二

年
に
記

さ
れ
た

内
容
が
、

彦
麿
独
自
の

も
の

か
、

世
間
に
当
時
流
布
し

て

い

た
も

の

を
ま
と

め

た
に

過
ぎ
な
い

の

か
も
判
然
と

し
な
い

。

ま
た

、

吉
田
家
に

も
同
様
の

祈
禧
が
あ
っ

た
よ

う
だ
が
、

そ
の

研
究
は

別
途
進
め

た

い
。
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「

国
郡
し
ろ

し

め
す
侯
」

と

は
、

出
羽

国
新
庄
藩
第
十
代

藩
主

戸
澤
正

令
（
一

八

＝
ニ

ー
一

八

四

三
）

で

あ
ろ

う
。

正

令
は

、

彦
麿
を

「

師
の

翁
」

、

彦
麿
が

そ
の

門
下

だ
と
い

う
本
居
宣

長
を
「

祖

師
の

翁
」

、

と

景
仰

し

た
。

実
際
の

と

こ

ろ
、

彦
麿
の

名
は、

宣
長
の

『

授
業
門
人
姓

名
録
』

に

は

見
え
ず、

そ
の

養

子
大

平
の

『
藤
垣
内
門
人
姓

名
録
』

に

見
え
る

の

み

で

あ
る

。

し
か

し、

正

令
は
、

彦
麿
を

宣

長
の

弟
子
と

認
識

し
て

い

た
。

そ
の

正

令
が

彦
麿
と
玉

緒
結
の

効
果
に

つ

い

て

記
し
た

の

が
、

『

八

柱
の

御
恵
』

で

あ
る

。

彦
麿
が

天
保
五
年
以
降
に

行
っ

た
玉

緒
結
は

、

白

川
家
の

そ
れ
で

は
な
く

、

彦
麿
独
自
の

も
の

で

あ
る

。

本
書
に

は
「

四

年

以

前
に

其
術
を

得
た

り
」

と

あ
り、

天

保
五

年
の

四

年
後

、

天

保
九

年

（
一

八

三

八
）

の

内
容
だ

と

判
る

。

正

令
は
、

祖

母
の

危

篤
時
と
、

嫡

男

の

危

篤
時
と

の
、

二

回
に

わ
た
っ

て

彦
麿
に

玉
緒
結
を

依
頼
し
て

い

る
。

正

令
の

祖
母
瑞
柳
院
は
、

天

保
七
年

2

八

三

六）

に

逝
去
し
て

い

る
。

正

令
の

嫡
男
正

實
（
十
一

代
藩
主）

は
、

天
保
＝ ．
年
（
一

八
三
二
）

に

生

ま
れ
た

。

瑞
柳
院
は

、

玉

緒
結
の

甲
斐
あ
っ

て
一

度
は
延
命

す
る

も

結
局

亡
く
な
る

。

だ
が

、

正

實
の

場
合
は

効
を
奏
し、

医

師
も

驚
く
奇
跡
の

快

復
ぶ

り
で、

玉
緒

結
と

同
時
刻
に

食
欲
ま
で

戻
っ

た
と

い

う
。

そ
れ
は

、

天

保
九

年
三
月
十
七
日

の

夜
で

あ
っ

た
。

こ

の

両
名
以

外
に

も
、

戸

田

家

の

家
臣
が

数
名

、

玉

緒
結
を

依
頼
し
て

い

る
。

彦
麿
は、

勧

請
し
た
の

は

や

は

り
「

八
座
神
璽
」

で

あ
る

と
述
べ

て
い

る
が、

実
際
の

と
こ

ろ

は

不

明
で

あ
る

。

「

其
ふ

み

を

さ
へ

こ

ひ

得
て

う
つ

し
お

け
り

」

と

あ
り

、

正

令
は

彦
麿
の

鎮
魂
に

つ

い

て

の

書
を
写
し
て

い

る
。

今
回
は

卞
に

彦
麿
の

神
祗
官
八
座

神
信

仰
と

鎮
魂
祭
へ

の

強
い

関
心
に

着
目
し
た
が

、

正

令
も

ま
た

、

彦
麿
の

影

響
を

受
け
て

八

神
を
信
仰
し、

研

究
も
行
っ

て

い

る
。

そ

れ

は

別
の

機
会
に

発

表
し

た

い
。

初
期
禊
教
の

展
開
と
白
川

家

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

荻
原

　
　

稔

　

近
世
末
期
の

神
道

系
の

教
化

活
動
の

な
か
に

は、

白
川
家
に
所
属
し
て

活
動
の

合
法
性
を

確
保
し
よ

う
と
す
る

も
の

が
あ
り

、

そ
の

ひ

と

つ

に

禊

教
の

教
祖
と

さ
れ
る

井
上
正
鐡
と
門
人
た
ち
の

活
動
が

あ
っ

た
。

こ

こ

で

は
、

正

鐡
自
身
が
入
門
し
て

神

職
の

地
位
を
確
保
し
た
ば
か

り
で

な
く、

門
人
た

ち
は

正

鐡
の

保
釈
や

没

後
の

名
誉
回
復
の

運
動
を
し

た

り、

白
川

家
家
来
と

し
て

公

用
旅
行
と
し
て

往
来
し
つ

つ

伝
道
を

進
め

る
者
も
あ
っ

た
。

本

発
表
で

は
、

金
光
図

書
館
所
蔵
の

「

白
川

家
門

人
帳
」
、

宮
内

庁

書
陵
部
所
蔵
の

「

白
川
家
日

記
」

、
「

白
川

家
武
家
伝
奏
職
事
往
来
留
」

の

記
録
と

井
上
門
中
（
禊
教）

側
の

資
料
と

を
照
合
す
る

こ

と

に
よ

り、

井

上

正
鐡
一

門
と

白
川

家
の

問
で

ど
の

よ

う
な
応
答
が
あ
っ

た

の

か

を

見
て

ゆ

き
た

い
。

　

井
上

正
鐵
は

、

伝
記
に

よ

れ
ば
天
保
五

年
（
一

八

三

四
）

に

入
門
し
た

。

七

年

2

八

三

六）

十
一

月
に

上
京
し
て

伯
王
と

面
会
し

、

入
門
の

誓
詞

（
金

光
図

書
館
所
蔵
「

名
簿
」）

に

自
署
し
て

お
り、

そ
の

後
十
一

年
（
一

八

四
〇
）

四
月
に

武
蔵
国
足
立

郡
梅
田
村
の

神
明
宮
神
主
に

な
っ

た

こ

と

が

「

白
川
家
門
人

帳
」

の

記
事
に

追
記
さ
れ
て

い

る
。

梅
田

神
明
宮
で

の

活
動
は
、

わ

ず
か
に

三

年
ほ

ど
に

過
ぎ
な
い

が、

布
教
を
進
め

る
一

方
で

取
締
に

備
え
た

対
応
も
行
い

、

高
弟
野
澤
鐵
教
を
本
荘

宗
秀
の

領
地
の

宮

津
へ

逃
が
し
た

。

十
二

年
（
一

八
四
】
）

十
一

月
に

は
、

寺
社
奉
行
の

取

締
を
受
け
て

井
上
正
鐡
は

揚
屋
入
り
を

命
じ
ら
れ
た

が、

自

分
の

教
え
は

白
川
家
に
基
づ

く
と
主
張
し

た
た
め
、

繰
り
返
し
白
川

家
に

照
会
が

な
さ

れ

て

い

る
。

十
三

年
（
一

八

四
二
）

十
一

月
の

再
度
の

取
締
の

時
に

は
、

上

級
武
士
の

門
中
が

入
門
し

て

多
額
の

御
礼
金
等
を
納

入
し、

身
柄
を
執
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